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『盆石皿山記』は、文化三（一八〇六）年正月に刊行された曲亭馬琴の
読本である。当時馬琴は『苅萱後伝玉櫛笥』（文化四）、『松浦佐用媛石魂
録』（文化五）など数々
の伝承を元に作品を執筆しており、皿々
山伝承
（注）に基づく『盆石皿山記』は継子譚に難題婿譚を盛り込み、勧善懲悪
の形に仕上げた興味深い内容となっている。
前編上
第三「宇那堤の椎」に、継子
躁皿が継母の命を受け椎実を拾
いに行く場面があるが、今回、ここでの
躁皿の描写における劉向『列女
伝』の影響を述べたい。
まず、「宇那堤の椎」より当該部分を紹介する。
頃しも九月の末なれば。宇那堤の森にゆきて。椎実拾ひ来よとて。
落穂は朝まだきより。
躁皿をつかはしける。
躁皿母の仰をうけて。
既に立出んとせしに。秋の日のならひとて。一むら雨のはらと降来
るにぞ。ふるき竹笠を打ちかふり。ひとり彼森にゆきて椎実をひら
ひぬ。
浩処に国主赤松上総介義則。播磨美作二カ国の領分。巡検の為。許
多の従者を召つれて。この森陰を過給ひしが。
躁皿が為体を。つく
と御覧じて。轎子を停させられ。彼女子を召呼ぶべしと仰あれば。
近従の侍承り。
躁皿を轎子ちかく伴ひ参る。時に赤松殿宣ふやう。
われこのごろ当国を巡検するに。領分の民百姓。老弱男女のたかち
なく。群り集りて行列を見物す。しかるに汝いまだ年をゆかざれば。
なほ競ひても見るべきに。さはなくして見かへりもせず。只一心に
椎をひらふ事。是いかなる故ぞやと尋ね給へば。
躁皿答て。わが母。
この森にゆきて、椎を拾ひ得させよとは申つれど。相公の行列を見
たてまつれとは聞え候はず。よりて私の壮観に心をとめず。母の仰
を重しとするが故に。かく御不審を蒙り候かと申ければ。赤松殿大
に感心あり。汝年紀はいくつぞ。名は何といふと問給ふに。
躁皿と
呼れて十四才になり候と答ふ。赤松殿又宣ふやう。汝は稀なる孝女
なり。（中略）
赤松殿只管その才に愛給ひ。汝今より給事せよ。直に伴ひゆくべし
と宣へば。
躁皿うけ給はり。すべて女子は。親のゆるしなくて。身
を人に倚せずとこそ申なれ。ねがはくはまず父母に仰下されて。そ
のゝ
ちに参り候はんと申にぞ。げに理と承引あり。よく彼が住処を
尋させられて。津山のかたへ過給ふ。
一方の『列女伝』は、南宋嘉定七（一二一四）年、劉向によって編撰さ
38― ―
『盆石皿山記』「宇那堤の椎」における劉向『列女伝』享受郡
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代
れた様々
な女性の伝記・逸話を集めた書である。今回述べる「齊宿瘤
女」が収録されている巻六・辯通傳には、明晰で巧みな弁舌により為政
者の心を動かし、歴史にその名を刻んだ女性が描かれている。
少々
長くなるが、巻六・辯通傳十一「齊宿瘤女」を一部紹介したい。
宿瘤女者、齊東郭採桑之女、閔王之后也。項有大瘤、故號曰宿瘤。
初閔王出遊、至東郭。百姓盡觀、宿瘤女採桑如故。王怪之、召問曰、
「寡人出遊、車騎甚衆。百姓無少長、皆棄事來觀、汝採桑道旁、曾
不一視、何也」。對曰、「妾受父母教採桑、不受教觀大王」。王曰、
「此奇女也。惜哉、宿瘤」。女曰、「婢妾之職、屬之不二、予之不忘。
中心謂何。宿瘤何傷」。王大悦之曰、「此賢女也。命後車載之。」女曰、
「頼大王之力、父母在内、使妾不受父母之教、而隨大王、是奔女也。
大王又安用之」。王大慚曰、「寡人失之」。又曰、「貞女一禮不備、雖
死不從」。於是王遣歸、使使者加金百鎰、往聘迎之。（中略）
頌曰、「齊女宿瘤、東郭採桑。閔王出遊、不爲變常。王召與語、諫
辭甚明。卒升后位、名聲光榮」。
（宿瘤女なる者は、齊の東郭の桑を採むの女にして、閔王の后なり。
項に大瘤有れば、故に號して宿瘤と曰ふ。
初め閔王出遊し、東郭に至る。百姓盡く觀るも、宿瘤女桑を採むこ
と故の如し。王之を怪み、召して問ふて曰く、「寡人出遊するや、
車騎甚だ衆し。百姓は少長と無く皆事を棄てて來りて觀るも、汝桑
を道の旁に採み、曾て一視だにせざるは、何ぞや」と。對へて曰く、
「妾
父母の桑を採めと教ふるを受くるも、大王を觀よと教ふるを
受けず」と。王曰く、「此れ奇女なり。惜しい哉、宿瘤なりとは」と。
女曰く、「婢妾の職、之れを屬ねられては二せず、之を予はりては
忘れず。中心何をか謂はん。宿瘤なるも何ぞ傷まんや」と。王大い
に之を悦びて曰く、「此れ賢女なり」と。後車に命じ之を載せんとす。
女曰く、「大王の力に頼るも、父母内に在るに、妾をして父母の教
えを受けずして、大王に隨はしめば、是れ奔女なり。大王又安んぞ
之を用ひん」と。王大いに慚ぢて曰く、「寡人之を失せり」と。又曰
く、「貞女は一禮備はらざれば、死すと雖も從はず」と。是に於て王
歸らしめ、使者をして金百鎰を加え、往きて之を聘迎せしむ。（中
略）頌に曰く、「齊女宿瘤、東郭に桑を採む。閔王出遊するも、爲めに
常を變ぜず。王召して與に語るに、諫辭甚だ明かなり。卒に后位に
升り、名聲・光榮あり」と。）
以上の通り、「齊宿瘤女」は「齊の瘤のある女が桑を採んでいると王の
行列がやってきて、人々
はみな豪華な行列に見入っているが、女だけは
そのまま桑を採み続けた。それを訝しんだ王が理由を尋ねると、「父母
は私に桑を採めと言ったが、大王の行列を見よとは言っていない」とす
る。感心した王が「（ぜひとも召したいが）瘤があるのが残念」と言うが、
女はそれすら気にしていない。王はさらに感心し、すぐさま召そうとす
るが女は「いかに大王といえども、父母の許しを得なければ駆け落ちと
同義」として大王の申し出を断り、「（無理に召すなら）死をも辞さない」
とする。王はすっかり恥じ入ってしまい、一旦引き返してからたくさん
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の黄金とともに女を迎えに行き、女は后として成功する」という話であ
る。これら二つの作品を比較すると、
・殿（王）の行列を皆が見ている中、女主人公だけはそのまま仕事を
続ける。
・その理由は「父母（母）の教え」による。
・感心した殿（王）はすぐに女主人公を召そうとするが、女主人公は
「父母の許しを得ること」を求め、すぐには応じない。
・殿（王）は納得し、後日改めて女主人公を迎え入れる。
という共通点がみられる。
以上のことから、馬琴は「皿々
山伝承」の序章にあたる『盆石皿山記』
「宇那堤の椎」冒頭部執筆に際し、劉向『列女伝』の孝女譚を組み入れて
いたのではないかという点を指摘したい。
注「皿々
山伝承」
東北から九州まで幅広く分布している典型的な継子譚。シンデレラ・鉢かつ
ぎ姫の素朴な形ともいわれる。「姉娘が継母に言いつけられた仕事をしてい
ると、殿様が通りかかって見初める。継母は実子である妹娘を差し出すが、
殿様は盆に皿、その上に塩、塩の上に松を乗せ、これをうまく歌に読み込ん
だ方を選ぶという。姉は『盆ざらやさらちゅう山に雪降りてそれを根として
育つ松かな』と詠んで殿様に嫁ぐ」という話が一般的。
（志村有弘・諏訪春雄編『日本説話伝説大事典』）
「皿々
山」の場合、継子の機知が和歌（作歌）によって発揮される点が他の継子
譚と異なっており、『盆石皿山記』にも生かされている。
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